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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
「
ゲ
ゲ
ゲ
の
鬼
太
郎
　
第
５
部
」
　
～
鬼
太
郎
の
、
声
優
仕
事
♪
～

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
７
９
８
１
Ｂ

【
作
者
名
】

　
Ａ
．
Ｉ

【
あ
ら
す
じ
】

　
こ
の
物
語
は
、
最
近
開
始
さ
れ
た
、
第
５
部
か
ら
で
す
。
史
上
初
！
鬼
太
郎

が
、
名
探
偵
コ
ナ
ン
の
、
「
江
戸
川
コ
ナ
ン
」
の
、
声
優
を
、
務
め
て
い
た
！

の
で
、
仲
間
が
、
見
た
い
と
い
う
こ
と
で
、
ス
タ
ジ
オ
見
学
に
、
や
っ
て
き
ま

し
た
。
そ
こ
で
、
ま
さ
か
の
、
今
度
は
、
コ
ナ
ン
、
オ
ー
ル
キ
ャ
ラ
を
巻
き
込

ん
で
、
ま
さ
か
の
、
妖
怪
が
、
ス
タ
ジ
オ
に
、
乱
入
！
？
事
件
と
同
時
に
、
大

変
な
こ
と
に
な
る
、
面
白
い
、
爆
笑
ス
ト
ー
リ
ー
で
す
。
コ
ナ
ン
フ
ァ
ン
の
人
、

鬼
太
郎
フ
ァ
ン
の
人
は
、
思
い
切
り
、
楽
し
ん
で
下
さ
い
。
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プ
ロ
ロ
ー
グ

こ
こ
は
、
ゲ
ゲ
ゲ
ハ
ウ
ス
。

鬼
太
郎
は
、
今
か
ら
、
第
２
の
、
仕
事
へ
、
出
か
け
る
所
で
し
た
。

す
る
と
、
ネ
コ
娘
が
、
や
っ
て
き
ま
し
た
。

「
鬼
太
郎
！
今
か
ら
、
仕
事
？
今
、
声
優
の
仕
事
が
、
忙
し
い
ん
で
し
ょ
？
今

日
は
、
あ
れ
の
、
収
録
日
な
ん
だ
よ
ね
！
あ
ん
た
も
、
大
変
だ
よ
ね
・
・
声
を
、

上
手
く
、
使
い
分
け
る
の
が
！

砂
か
け
バ
バ
ア
さ
ん
の
、
お
か
げ
で
、
人
間
世
界
に
、
う
ま
く
、
溶
け
込
ん
で
、

あ
ん
た
も
、
仕
事
が
、
出
来
る
よ
う
に
、
な
っ
た
ん
だ
も
ん
ね
。
」

ネ
コ
娘
は
、
笑
顔
で
、
笑
い
な
が
ら
、
言
い
ま
し
た
。

「
あ
あ
・
・
ご
め
ん
。
今
日
、
収
録
、
行
か
な
い
と
、
月
曜
日
ま
で
に
、
間
に

合
わ
な
く
な
っ
ち
ゃ
う
ん
だ
よ
。
そ
う
だ
！
な
ん
な
ら
、
ネ
コ
娘
も
、
一
緒
に
、

来
る
か
い
？
ス
タ
ジ
オ
見
学
♪
」
鬼
太
郎
は
、
ネ
コ
娘
を
、
仕
事
場
に
、
誘
い

ま
し
た
。

鬼
太
郎
は
、
今
、
仕
事
が
、
大
き
く
、
舞
い
込
ん
で
い
ま
す
。

ゴ
ー
ル
デ
ン
・
ウ
ィ
ー
ク
中
に
、
映
画
に
、
さ
き
が
け
て
、
も
う
一
つ
！

大
き
い
、
大
変
な
、
声
優
の
、
仕
事
が
、
あ
る
の
で
す
。

目
玉
の
お
や
じ
が
、
頭
の
上
か
ら
、
身
を
乗
り
出
す
と
、
笑
い
出
し
な
が
ら
、
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言
い
ま
し
た
。

「
お
前
の
、
も
う
一
つ
の
、
現
代
の
、
仕
事
は
！

ず
～
っ
と
、
放
映
さ
れ
て
お
る
か
ら
の
う
！

こ
れ
か
ら
が
、
ワ
～
シ
と
、
一
緒
に
、
活
躍
す
る
こ
と
と
の
う
！

以
前
か
ら
、
ワ
シ
は
、
話
を
、
聞
い
て
お
っ
た
が
、
も
う
一
つ
は
！

今
、
外
国
に
も
、
出
版
さ
れ
て
お
る
、
探
偵
の
、
有
名
な
、
ア
ニ
メ
の
こ
と
、

じ
ゃ
な
！

こ
ち
ら
で
、
お
前
は
、
超
、
有
名
じ
ゃ
の
う
！
」

と
、
笑
い
な
が
ら
、
言
い
だ
し
ま
し
た
。

「
え
え
、
そ
う
で
す
！
父
さ
ん
！
全
国
の
、
子
供
達
が
、
待
っ
て
い
る
ん
で
す
。

僕
は
、
元
は
、
そ
ち
ら
の
方
の
、
声
優
仕
事
が
、
極
度
に
、
忙
し
い
ん
で
す
よ

！
だ
か
ら
さ
。
僕
、
元
は
、
こ
れ
で
す
も
ん
！
真
実
は
、
い
つ
も
、
一
つ
！
」

鬼
太
郎
は
、
笑
い
な
が
ら
、
江
戸
川
コ
ナ
ン
を
、
か
ぶ
っ
て
、
も
う
一
つ
の
、

演
技
を
、
や
り
だ
し
ま
し
た
。

「
あ
れ
ね
、
あ
た
し
も
、
前
か
ら
、
見
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
た
ん
だ
け
ど
、
あ

ん
た
が
、
や
っ
て
る
、
も
う
一
つ
の
、
江
戸
川
コ
ナ
ン
は
、
あ
の
、
役
は
、
大

変
だ
よ
ね
～
！
あ
～
♪
あ
た
し
、
初
め
て
、
あ
れ
の
、
ス
タ
ジ
オ
、
の
ぞ
け
る

ん
だ
～
♪
感
激
～
♪
」
ネ
コ
娘
は
、
目
を
、
輝
か
せ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

「
じ
ゃ
あ
、
連
れ
て
っ
て
あ
げ
る
。
た
だ
し
！
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父
さ
ん
と
、
ネ
コ
娘
は
、
大
人
し
く
し
て
て
ね
！

向
こ
う
で
は
、
僕
は
ね
！

名
探
偵
な
ん
だ
か
ら
。

大
き
く
、
一
味
、
違
っ
ち
ゃ
う
っ
て
わ
け
。

驚
か
な
い
よ
う
に
ね
！
イ
メ
ー
ジ
が
、
大
き
く
、
違
っ
ち
ゃ
う
か
ら
！

父
さ
ん
！
こ
の
、
最
新
の
、
変
身
薬
を
、
持
っ
て
い
か
な
い
と
、
ダ
～
メ
な
ん

で
す
よ
。

こ
れ
か
ら
の
、
時
代
の
、
僕
は
ね
！

だ
か
ら
、
向
こ
う
で
は
、
僕
、
江
戸
川
コ
ナ
ン
に
、
大
変
身
し
ま
～
す
♪

ち
ょ
っ
と
、
父
さ
ん
に
は
、
笑
え
る
、
爆
笑
話
か
も
、
し
れ
な
い
。
」

鬼
太
郎
は
、
笑
い
な
が
ら
、
言
う
と
、
一
反
も
め
ん
を
、
呼
び
出
し
ま
し
た
。

一
反
も
め
ん
に
、
ネ
コ
娘
と
、
目
玉
の
お
や
じ
を
、
乗
せ
よ
う
と
し
た
ら
、
ネ

ズ
ミ
男
が
、
現
れ
ま
し
た
。

「
俺
様
も
、
行
く
♪
お
前
の
、
仕
事
、
俺
様
も
、
見
る
！

今
度
、
映
画
、
あ
る
ん
だ
ろ
？

お
前
も
、
大
変
だ
な
～
♪
キ
ャ
ラ
の
、
姿
と
性
格
の
、
切
り
替
え
が
！
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砂
か
け
バ
バ
ア
の
、
最
新
、
最
強
ア
イ
テ
ム
！
一
時
期
だ
け
、
仕
事
の
時
だ
け

さ
！

人
間
に
、
変
身
す
る
、
変
身
薬
を
、
使
っ
て
ま
で
よ
！
探
偵
と
、
妖
怪
と
な
！

こ
い
つ
！
今
年
か
ら
、
２
つ
、
や
る
こ
と
に
、
な
る
ん
だ
よ
な
！
」

ネ
ズ
ミ
男
は
、
笑
い
な
が
ら
、
お
も
し
ろ
そ
う
だ
か
ら
と
い
う
こ
と
で
、
一
緒

に
、
つ
い
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

鬼
太
郎
は
、
は
じ
め
、
「
い
～
い
？
あ
そ
こ
で
、
臭
い
息
を
、
間
違
っ
て
も
、

出
し
て
く
れ
る
な
よ
！

他
の
、
コ
ナ
ン
キ
ャ
ラ
達
が
、
ビ
ッ
ク
リ
し
ち
ゃ
う
か
ら
な
！
」
と
、
言
い
ま

し
た
。

「
了
解
♪
」
ネ
ズ
ミ
男
は
、
言
い
ま
し
た
。

こ
う
し
て
、
鬼
太
郎
一
行
は
、
ま
さ
か
の
、
「
名
探
偵
コ
ナ
ン
」
の
、
ス
タ
ジ

オ
へ
と
、
乗
り
込
ん
だ
の
で
し
た
・
・
・
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プ
ロ
ロ
ー
グ
（
後
書
き
）

ち
ょ
っ
と
、
と
て
も
、
や
や
こ
し
い
、
ス
ト
ー
リ
ー
と
な
り
ま
す
が
、
実
際
の
、

声
優
さ
ん
は
、
こ
れ
に
は
、
出
て
き
ま
せ
ん
。

名
探
偵
コ
ナ
ン
の
、
声
優
さ
ん
で
は
な
く
て
、
や
る
人
が
、
全
部
、
ア
ニ
メ
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
、
出
演
さ
せ
て
も
ら
い
ま
す
。
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第
１
話

さ
て
、
鬼
太
郎
一
行
は
、
「
名
探
偵
コ
ナ
ン
」
の
、
ス
タ
ジ
オ
に
、
や
っ
て
き

ま
し
た
。

中
に
、
入
る
と
・
・
・

目
玉
の
お
や
じ
さ
ん
や
、
ネ
ズ
ミ
男
、
ネ
コ
娘
は
、
唖
然
・
・
・
・

ネ
コ
娘
、
目
を
、
輝
か
せ
ち
ゃ
っ
て
、
「
あ
～
！
蘭
ち
ゃ
ん
だ
～
♪
私
、
フ
ァ

ン
な
の
よ
～
♪
空
手
、
か
っ
こ
い
い
よ
ね
！
今
度
、
あ
た
し
に
も
、
空
手
、
教

え
て
下
さ
い
ね
～
♪
」
と
、
蘭
ち
ゃ
ん
と
、
笑
顔
で
、
握
手
す
る
始
末
。

「
あ
ら
、
ど
う
も
・
・
？
」
蘭
は
、
苦
笑
い
し
な
が
ら
、
握
手
し
ま
し
た
。

「
や
あ
！
鬼
太
郎
く
ん
！
君
も
、
何
だ
か
、
す
ご
い
、
や
や
こ
し
い
、
役
柄
に
、

な
っ
て
し
ま
っ
た
な
～
！

何
て
、
言
っ
た
ら
、
い
い
の
か
ね
？

コ
ナ
ン
く
ん
・
・
じ
ゃ
な
い
、
今
は
、
鬼
太
郎
く
ん
か
。

や
や
こ
し
い
～
、
何
で
、
や
や
こ
し
い
、
大
役
に
、
な
っ
て
し
ま
っ
た
ん
だ
ね

～
？

妖
怪
と
、
探
偵
な
ん
て
！

ワ
シ
・
・
こ
れ
か
ら
、
何
て
呼
べ
ば
、
い
い
ん
じ
ゃ
？

早
速
だ
が
、
江
戸
川
コ
ナ
ン
に
、
変
身
し
て
く
れ
た
ま
え
。
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こ
ち
ら
は
、
や
り
に
く
い
っ
た
ら
、
あ
り
ゃ
せ
ん
よ
。

み
ん
な
、
も
う
、
待
ち
か
ね
て
お
る
よ
。
」
と
、
や
っ
て
き
ま
し
た
の
は
、
目

暮
れ
警
部
さ
ん
だ
。

「
目
暮
れ
警
部
！
ど
う
や
ら
、
殺
人
事
件
は
、
な
さ
そ
う
で
す
ね
！
真
実
は
、

い
つ
も
、
一
つ
！
」

鬼
太
郎
は
、
指
を
さ
し
て
、
笑
い
な
が
ら
、
コ
ナ
ン
を
、
か
ぶ
っ
て
、
声
だ
け

で
し
た
が
、
笑
顔
で
、
挨
拶
し
ま
し
た
が
、
目
暮
れ
警
部
さ
ん
に
は
、
頭
に
、

線
が
、
入
り
ま
す
。

「
や
や
こ
し
い
・
・
そ
ん
な
、
鬼
太
郎
の
、
姿
で
、
コ
ナ
ン
く
ん
を
、
演
じ
て
、

や
っ
て
く
れ
て
も
、
説
得
力
が
、
な
い
よ
。

大
き
く
、
性
格
が
、
違
い
す
ぎ
る
じ
ゃ
な
い
か
。

妖
怪
退
治
、
事
件
解
決
。
こ
ち
ら
も
、
殺
人
事
件
解
決
。

つ
い
で
に
、
言
え
ば
、
ゲ
ゲ
ゲ
ハ
ウ
ス
で
、
事
件
相
談
。

こ
ち
ら
は
、
毛
利
探
偵
事
務
所
で
、
事
件
相
談
。

え
～
い
！
や
や
こ
し
い
わ
い
！
早
く
、
変
身
し
て
く
れ
た
ま
え
！
」

と
、
目
暮
れ
警
部
は
、
困
っ
て
し
ま
い
ま
い
ま
し
た
。

「
そ
う
だ
な
。
こ
い
つ
、
鬼
太
郎
と
、
コ
ナ
ン
と
、
こ
れ
か
ら
は
、
両
方
、
や

る
こ
と
に
、
な
っ
た
ん
だ
よ
な
！

お
も
し
ろ
い
じ
ゃ
ね
～
か
！
こ
り
ゃ
、
全
国
に
、
受
け
る
ぜ
～
！
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ど
ち
ら
も
、
子
供
だ
か
ら
！

お
似
合
い
だ
ぜ
～
！
ギ
ャ
～
ハ
ハ
ハ
ハ
！
な
～
か
な
か
、
似
合
っ
て
る
じ
ゃ
ね

～
か
！

コ
ナ
ン
～
！
い
や
、
鬼
太
郎
ち
ゃ
ん
♪
」

と
、
鬼
太
郎
の
頭
を
、
な
で
な
で
し
な
が
ら
、
突
然
、
バ
～
カ
笑
い
出
し
た
の

は
、
毛
利
小
五
郎
さ
ん
だ
。

「
あ
な
た
の
噂
は
、
聞
い
て
い
ま
す
よ
。
毛
利
小
五
郎
さ
ん
。

奥
さ
ん
に
、
逃
げ
ら
れ
た
こ
と
事
態
が
、
罪
な
ん
で
す
よ
。

妃
え
り
さ
ん
と
、
よ
り
は
、
戻
し
ま
し
た
か
？

毛
利
小
五
郎
さ
ん
！
？

あ
な
た
、
死
ん
だ
後
、
地
獄
へ
、
落
ち
る
か
も
・
・
」

鬼
太
郎
は
、
目
を
、
キ
ラ
～
ン
♪
と
、
ワ
ザ
と
、
光
ら
せ
ま
す
。

小
五
郎
は
、
「
い
～
！
？
」
と
、
汗
、
タ
ラ
タ
ラ
。

「
こ
い
つ
、
鬼
太
郎
に
、
変
身
し
て
い
る
と
、
怖
い
な
～
」
と
か
、
言
い
出
し

ま
し
た
。

「
ね
え
、
鬼
太
郎
せ
ん
せ
♪
僕
ち
ゃ
ん
、
地
獄
へ
、
落
ち
な
い
よ
う
に
す
る
た

め
に
は
、
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
、
教
え
て
下
さ
い
よ
・
・
」
と
、
肩
も
み
だ
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し
ま
し
た
。

鬼
太
郎
は
、
た
め
息
。
そ
し
て
、
思
い
き
り
、
声
だ
け
。

江
戸
川
コ
ナ
ン
に
、
な
り
ま
す
。

「
も
う
！
お
じ
さ
ん
っ
た
ら
！
早
く
、
奥
さ
ん
と
、
仲
直
り
し
な
さ
い
！
蘭
、

姉
ち
ゃ
ん
の
、
為
に
も
！
生
活
だ
っ
て
、
ネ
ズ
ミ
男
と
、
変
わ
ら
な
い
じ
ゃ
な

い
！
？
っ
た
く
！
し
ょ
う
が
な
い
ん
だ
か
ら
！
」
鬼
太
郎
は
、
声
だ
け
、
コ
ナ

ン
、
か
ぶ
り
ま
す
。

「
や
や
こ
し
い
ぜ
。
こ
い
つ
・
・
」
小
五
郎
は
、
冷
や
汗
、
タ
ラ
タ
ラ
、
だ
し

て
い
ま
し
た
。

笑
い
出
し
た
の
は
、
目
玉
の
お
や
じ
で
し
た
。

「
い
や
は
や
、
小
五
郎
さ
ん
！
息
子
の
、
言
う
通
り
で
す
ぞ
♪

ネ
ズ
ミ
男
と
、
お
前
さ
ん
、
意
外
に
い
い
、
勝
負
に
、
な
り
そ
う
で
す
の
う
！
」

と
、
笑
い
な
が
ら
、
言
い
出
し
ま
し
た
。

「
ほ
ん
と
に
、
目
玉
が
、
し
ゃ
べ
っ
て
る
～
♪
ギ
ャ
ー
～
！
！

妖
怪
だ
～
！
本
物
だ
～
！
」

鬼
太
郎
は
、
腕
組
み
な
が
ら
、
小
五
郎
に
、
「
だ
か
ら
！
父
さ
ん
は
、
本
物
の
、

妖
怪
で
す
よ
！
ぬ
い
ぐ
る
み
で
も
、
な
い
ん
で
す
！
ほ
ら
、
ほ
ら
・
・
」
と
、

笑
い
な
が
ら
、
目
玉
の
お
や
じ
を
、
突
き
出
し
ま
す
。

「
ギ
ャ
～
！
そ
ん
な
、
気
持
ち
悪
い
の
！
近
づ
け
ね
～
で
く
れ
よ
！
そ
れ
、
本

物
の
、
目
玉
じ
ゃ
ね
～
か
！
？
俺
、
見
ら
れ
て
る
～
！
目
が
、
動
い
て
る
よ
～
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！
怖
い
よ
～
！
」
小
五
郎
は
、
目
玉
の
お
や
じ
が
、
苦
手
ら
し
い
。

「
失
礼
な
！
ワ
シ
は
、
こ
う
見
え
て
も
、
鬼
太
郎
の
父
親
じ
ゃ
よ
！
毛
利
小
五

郎
さ
ん
！
」
目
玉
の
お
や
じ
は
、
身
を
乗
り
出
し
て
、
言
い
ま
し
た
。

「
ギ
ャ
～
！
来
る
な
～
！
」
と
、
怖
が
っ
て
し
ま
い
・
・
・

つ
い
に
、
逃
げ
出
し
ま
し
た
。
毛
利
小
五
郎
。

そ
し
て
、
小
五
郎
は
、
ネ
ズ
ミ
男
の
後
ろ
に
、
隠
れ
ま
す
。

し
か
し
、
ネ
ズ
ミ
男
は
、
小
五
郎
の
、
大
フ
ァ
ン
だ
っ
た
ら
し
い
。

明
る
く
、
話
し
か
け
て
き
ま
し
た
。

「
お
～
♪
俺
、
超
、
大
フ
ァ
ン
な
ん
だ
～
♪

そ
の
し
ぐ
さ
！
い
い
ね
～
♪
あ
ん
た
は
、
立
派
な
、
名
探
偵
に
、
な
れ
ま
す
よ
！

コ
ナ
ン
な
ん
か
に
、
負
け
た
ら
、
ダ
～
メ
で
す
よ
！

鬼
太
郎
み
た
い
に
、
真
面
目
す
ぎ
て
、
イ
ヤ
ら
し
い
、
奴
で
す
ね
！

工
藤
新
一
っ
て
い
う
、
イ
ヤ
な
、
名
探
偵
が
、
い
る
ん
だ
も
ん
な
。

鬼
太
郎
と
、
よ
く
似
て
る
じ
ゃ
ね
～
か
？
な
～
？

毛
利
小
五
郎
が
、
か
わ
い
そ
う
だ
ぜ
！
バ
カ
に
さ
れ
て
る
所
は
、
俺
様
と
一
緒

だ
ぜ
。

俺
様
に
、
近
い
も
の
が
、
あ
り
そ
う
だ
！
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仲
良
く
し
ま
し
ょ
う
！
い
い
友
達
に
、
な
り
そ
う
だ
♪

一
緒
に
仲
良
く
、
工
藤
新
一
と
、
鬼
太
郎
と
、
や
っ
つ
け
れ
た
ら
、
い
い
で
す

ね
！

俺
様
、
フ
ァ
ン
で
～
す
♪
こ
れ
か
ら
も
、
応
援
し
ち
ゃ
い
ま
～
す
♪
」

と
、
ネ
ズ
ミ
男
は
、
毛
利
小
五
郎
さ
ん
と
、
笑
顔
で
、
握
手
中
。

ネ
コ
娘
は
、
イ
ラ
イ
ラ
し
て
、
呆
れ
状
態
で
し
た
。

毛
利
小
五
郎
さ
ん
は
、
「
ほ
う
～
♪
あ
な
た
が
、
ネ
ズ
ミ
男
さ
ん
で
す
な
～
♪

３
０
０
年
も
、
手
入
れ
し
て
な
い
っ
て
い
う
、
噂
は
、
本
当
で
す
な
～
♪
い
や

は
や
、
初
め
て
、
お
目
に
か
か
り
ま
す
ぞ
。
私
は
！
名
探
偵
！
毛
利
小
五
郎
で

す
！
以
後
、
お
見
知
り
お
き
を
・
・
・
」

と
、
な
に
や
ら
、
名
刺
の
交
換
し
あ
っ
た
り
し
て
、
す
っ
か
り
、
意
気
投
合
。

２
人
は
、
そ
の
後
、
踊
り
だ
し
ま
し
た
・
・
・
・
ル
ン
ル
ン
、
気
分
で
。

鬼
太
郎
は
、
２
人
を
見
て
、
「
な
ぜ
か
、
こ
の
２
人
、
似
合
っ
て
る
か
も
・
・
」

と
、
頭
に
、
線
が
、
入
る
の
で
し
た
。

蘭
は
、
「
も
う
、
や
～
だ
～
！
お
父
さ
ん
っ
た
ら
！
有
名
な
、
鬼
太
郎
さ
ん
達

の
前
で
、
恥
か
し
い
な
・
・
人
間
の
、
恥
を
さ
ら
す
よ
う
な
も
ん
よ
。
」
と
、

ネ
ズ
ミ
男
の
側
に
、
や
っ
て
き
ま
し
た
が
、
園
子
が
、
ネ
ズ
ミ
男
を
、
に
ら
み

つ
け
て
は
、
「
く
っ
さ
～
！
蘭
！
こ
い
つ
、
マ
ジ
、
超
、
臭
い
！
こ
ん
な
奴
、

嫁
の
貰
い
手
が
、
あ
～
る
は
ず
が
、
な
い
わ
！
近
づ
か
な
い
方
が
、
い
い
よ
！
」

と
、
園
子
は
、
こ
い
つ
、
イ
ヤ
～
と
か
、
悲
鳴
を
、
あ
げ
だ
し
ま
し
た
。
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お
も
し
ろ
が
っ
た
、
ネ
ズ
ミ
男
は
、
園
子
ち
ゃ
ん
を
、
追
い
ま
わ
す
ハ
メ
に
。

キ
ャ
～
キ
ャ
～
、
逃
げ
回
る
、
園
子
。

「
お
っ
？
か
わ
い
こ
ち
ゃ
～
ん
♪
僕
と
、
デ
ー
ト
し
な
い
？
」
と
、
ネ
ズ
ミ
男

は
、
追
い
か
け
て
い
ま
し
た
。

園
子
は
、
「
し
ま
せ
ん
っ
！
蘭
、
助
け
て
！
！
」
と
、
蘭
の
後
ろ
へ
、
逃
げ
ま

し
た
。

す
る
と
、
手
前
か
ら
、
蘭
が
・
・
？

空
手
を
す
る
時
の
、
構
え
を
、
取
っ
て
、
ネ
ズ
ミ
男
の
前
に
、
立
ち
は
だ
か
り

ま
す
。

「
ハ
ア
ア
・
・
・
・
ウ
リ
ャ
～
！
！
ア
ダ
ダ
ダ
！
ダ
～
リ
ャ
～
！
！
」

ド
ガ
ッ
！
！
得
意
の
、
空
手
攻
撃
で
、
連
打
。
ネ
ズ
ミ
男
を
、
や
っ
つ
け
て
し

ま
い
ま
し
た
。

ネ
ズ
ミ
男
は
、
蘭
ち
ゃ
ん
に
、
や
ら
れ
ち
ゃ
っ
て
、
ボ
ロ
ボ
ロ
♪

目
玉
の
お
や
じ
は
、
戦
闘
を
見
て
、
ビ
ッ
ク
リ
仰
天
。

「
お
～
お
～
♪
な
～
か
な
か
、
や
る
の
う
！
姉
ち
ゃ
ん
！
か
～
っ
こ
い
い
♪
」

と
、
拍
手
し
な
が
ら
、
目
玉
の
お
や
じ
さ
ん
は
、
笑
っ
て
い
ま
し
た
。

鬼
太
郎
は
、
後
ろ
で
、
笑
い
な
が
ら
、
拍
手
中
♪

立
ち
上
が
る
と
、
蘭
の
側
に
、
や
っ
て
き
ま
し
た
。

少
し
、
戦
闘
的
な
目
で
、
言
い
出
し
ま
し
た
。
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「
い
や
～
♪
素
晴
ら
し
い
♪

僕
、
蘭
さ
ん
の
、
空
手
に
は
、
初
め
て
、
こ
の
目
で
、
見
さ
せ
て
も
ら
っ
て
、

感
激
し
ま
し
た
♪

ぜ
ひ
、
一
度
、
僕
と
、
お
手
合
わ
せ
を
！

こ
こ
は
、
１
つ
、
願
え
ま
す
か
？

本
気
で
、
今
か
ら
、
手
合
わ
せ
し
ま
し
ょ
う
！

い
や
～
♪
蘭
さ
ん
は
、
相
変
わ
ら
ず
で
す
ね
～
♪

ま
さ
か
の
、
本
物
の
、
妖
怪
を
、
や
っ
つ
け
ち
ゃ
う
な
ん
て
♪

ね
え
、
手
合
わ
せ
終
了
後
、
蘭
さ
ん
も
、
僕
と
、
一
緒
に
、
妖
怪
退
治
、
や
ら

な
い
？

こ
の
空
手
は
、
今
後
、
猛
烈
、
役
に
、
立
ち
そ
う
だ
。
」

と
、
戦
闘
を
、
見
た
後
、
蘭
に
、
対
し
て
、
興
味
を
、
抱
い
て
、
笑
い
出
し
て

い
ま
す
。

蘭
は
、
ギ
ラ
リ
と
、
鬼
太
郎
を
、
激
し
く
、
に
ら
み
つ
け
る
と
、
構
え
を
、
取

っ
た
ま
ま
、
言
い
出
し
ま
し
た
。

「
な
ら
、
本
気
で
、
今
か
ら
、
こ
こ
で
、
一
度
、
や
っ
て
み
る
？

あ
な
た
が
、
相
手
な
ら
、
手
加
減
し
な
く
て
も
、
よ
さ
そ
う
ね
！
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・
・
・
に
、
し
て
も
、
あ
ん
た
は
！

そ
こ
で
、
さ
っ
き
か
ら
、
何
を
、
の
ほ
ほ
ん
と
、
し
て
る
の
！

早
く
、
変
身
薬
を
、
使
っ
て
、
コ
ナ
ン
く
ん
に
、
戻
り
な
さ
い
！
や
や
こ
し
い
！

今
か
ら
、
仕
事
な
ん
だ
か
ら
！

も
し
、
や
る
な
ら
！
ま
～
た
、
今
度
に
、
し
ま
し
ょ
う
！
」

と
、
言
い
ま
し
た
。

鬼
太
郎
は
、
「
や
れ
や
れ
。
じ
ゃ
あ
、
キ
ャ
ラ
を
、
変
更
す
る
と
、
し
ま
す
か
。

」
と
、
オ
バ
バ
か
ら
も
ら
っ
た
、
変
身
薬
を
、
使
う
と
、
江
戸
川
コ
ナ
ン
に
、

だ
ん
だ
ん
と
、
変
身
し
て
い
き
ま
し
た
。

そ
し
て
。
切
り
替
え
が
、
激
し
い
、
キ
ャ
ラ
で
あ
る
。

「
蘭
ね
～
え
ち
ゃ
～
ん
♪
」
す
っ
か
り
、
元
に
戻
っ
た
、
江
戸
川
コ
ナ
ン
は
、

蘭
に
、
飛
び
つ
い
て
い
ま
し
た
。

「
や
っ
ぱ
り
、
こ
う
で
な
く
ち
ゃ
ね
～
♪
」
蘭
は
、
頭
を
、
い
い
子
、
い
い
子
、

し
て
い
ま
し
た
。

ネ
ズ
ミ
男
は
、
「
あ
～
あ
♪
お
い
！
鬼
太
郎
！
」
と
、
声
か
け
ま
し
た
が
、
江

戸
川
コ
ナ
ン
は
、
「
僕
、
今
は
、
江
戸
川
コ
ナ
ン
だ
け
ど
？
何
か
？

言
っ
て
お
く
け
ど
、
こ
の
ス
タ
ジ
オ
で
、
悪
さ
し
た
ら
・
・
人
様
に
、
迷
惑
を
、

か
け
て
み
ろ
！
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リ
モ
コ
ン
下
駄
じ
ゃ
な
く
っ
て
、
僕
の
、
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
が
、
飛
ぶ
か
ら
ね

！
ネ
ズ
ミ
男
！
」

と
、
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
を
、
取
り
出
す
と
、
今
度
は
、
上
に
、
乗
っ
か
る
と
、

ネ
ズ
ミ
男
を
、
に
ら
み
つ
け
ま
し
た
。

「
ひ
～
、
な
ん
ち
ゅ
う
、
や
っ
ち
ゃ
！
こ
ん
な
、
ガ
キ
に
！
俺
様
は
！
や
や
こ

し
い
よ
～
！
」
ネ
ズ
ミ
男
は
、

困
り
果
て
て
し
ま
い
、
頭
を
、
抱
え
る
の
で
し
た
・
・
・

ネ
コ
娘
が
、
「
あ
ら
ま
～
♪
鬼
太
郎
よ
り
も
、
背
が
、
ち
っ
ち
ゃ
く
な
っ
ち
ゃ

っ
て
♪
何
だ
か
、
扱
い
に
く
い
よ
・
・
・
で
も
、
か
わ
い
い
し
♪
困
っ
た
わ
・
・

」と
、
困
り
果
て
て
い
た
の
で
し
た
。

コ
ナ
ン
は
、
ネ
コ
娘
の
前
に
、
笑
顔
で
、
や
っ
て
く
る
と
、
「
じ
ゃ
あ
、
僕
、

今
か
ら
、
仕
事
だ
か
ら
。

父
さ
ん
の
、
面
倒
、
よ
ろ
し
く
ね
♪
」
と
、
笑
顔
で
、
ウ
ィ
ン
ク
し
て
、
言
い

ま
し
た
。

「
分
っ
た
わ
。
後
は
、
任
せ
て
ね
。
鬼
太
郎
！
じ
ゃ
、
な
か
っ
た
・
・
・
え
っ

と
・
・
コ
ナ
ン
く
ん
♪
」
ネ
コ
娘
は
、
や
や
こ
し
い
！
と
、
困
り
果
て
て
、
言

っ
て
い
ま
し
た
・
・
・

目
玉
の
お
や
じ
が
、
「
ワ
シ
も
、
行
く
～
♪
今
や
、
コ
ナ
ン
も
、
ワ
シ
の
、
か

わ
い
い
、
息
子
み
た
い
な
、
も
ん
じ
ゃ
～
♪
」
と
、
笑
い
な
が
ら
、
コ
ナ
ン
の
、

頭
の
中
に
、
隠
れ
ま
し
た
。
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今
度
は
、
コ
ナ
ン
の
、
頭
の
上
か
ら
、
身
を
乗
り
出
す
、
目
玉
の
お
や
じ
。

他
の
、
名
探
偵
コ
ナ
ン
の
、
キ
ャ
ラ
達
は
、
揃
っ
て
、
「
こ
れ
か
ら
は
、
や
や

こ
し
い
、
難
し
い
、
キ
ャ
ラ
だ
な
・
・
」
と
、
笑
い
な
が
ら
、
言
い
出
し
て
い

た
の
で
し
た
。

「
父
さ
ん
！
残
念
で
す
が
、
こ
の
「
名
探
偵
コ
ナ
ン
」
に
、
父
さ
ん
の
、
出
番

は
、
あ
り
ま
せ
ん
よ
。

犯
人
を
、
撃
退
す
る
、
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
、
シ
ー
ン
な
ん
て
、
こ
の
作
品
に
は
、

あ
り
ま
せ
ん
か
ら
ね
！

申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、
父
さ
ん
は
、
ネ
コ
娘
と
、
ネ
ズ
ミ
男
と
、
一
緒
に
、

見
学
し
て
て
、
下
さ
い
ね
。

僕
、
声
優
の
、
仕
事
、
が
ん
ば
っ
て
き
ま
す
。
」
と
、
コ
ナ
ン
の
姿
し
て
、
笑

顔
で
、
今
度
は
、
鬼
太
郎
に
、
声
だ
け
、
な
り
き
っ
て
い
ま
す
。

コ
ナ
ン
オ
ー
ル
ス
タ
ー
キ
ャ
ラ
は
、
そ
の
、
大
変
、
奇
妙
な
姿
に
、
「
や
や
こ

し
い
な
・
・
コ
ナ
ン
の
姿
で
、
声
だ
け
、
鬼
太
郎
に
、
な
り
き
っ
て
、
親
子
を
、

し
て
て
も
、
説
得
力
、
な
い
よ
な
・
・
・
こ
れ
・
・
」
と
、
笑
い
出
し
て
い
た

の
で
し
た
・
・
・
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第
２
話

こ
う
し
て
、
鬼
太
郎
の
、
声
優
仕
事
は
、
始
ま
り
ま
し
た
。

コ
ナ
ン

声
優
仕
事
も
、
バ
ッ
チ
シ
♪

予
定
通
り
で
、
映
画
版
も
、
上
手
く
、
お
さ
ま
り
ま
し
た
。

し
か
し
・
・
・
・

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
さ
ん
が
、
「
お
も
し
ろ
い
か
ら
、
今
日
は
、
早
め
に
、
終
わ
ろ

う
っ
と
♪

も
う
、
自
由
に
、
し
て
い
て
く
れ
て
も
、
い
い
よ
！
今
日
は
、
予
定
よ
り
も
、

早
く
、
終
わ
れ
た
か
ら
な
！

じ
ゃ
あ
、
今
か
ら
、
鬼
太
郎
に
、
戻
っ
て
も
ら
お
う
か
♪
」

と
、
笑
い
な
が
ら
、
言
い
出
し
ま
し
た
。

鬼
太
郎
は
、
元
に
、
戻
ろ
う
と
し
ま
し
た
が
、
目
玉
の
お
や
じ
が
、
「
あ
～
！

コ
ナ
ン

待
っ
て
く
れ
～
い
！
今
日
、
一
日
だ
け
！
頼
む
！
ワ
シ
は
、
今
日
、
一
日
だ
け

！
江
戸
川
コ
ナ
ン
の
、
父
親
と
、
い
う
こ
と
で
、
し
ば
ら
く
、
そ
の
姿
で
、
い

て
く
れ
～
！
」

と
、
嘆
き
だ
し
ま
し
た
。

鬼
太
郎
「
困
り
ま
し
た
ね
～
。

コ
ナ
ン

今
日
は
、
仕
事
、
終
わ
っ
た
ん
だ
け
ど
・
・
？

父
さ
ん
っ
た
ら
！
じ
ゃ
あ
、
今
日
、
一
日
だ
け
で
す
よ
！
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一
日
だ
け
。
江
戸
川
コ
ナ
ン
の
、
姿
で
、
い
ま
し
ょ
う
！
」

と
、
コ
ナ
ン
に
、
切
り
替
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。

「
じ
ゃ
あ
、
ワ
シ
は
、
今
日
は
、
今
か
ら
、
一
日
だ
け
、
江
戸
川
コ
ナ
ン
の
、

父
親
じ
ゃ
！
の
う
、
コ
ナ
ン
く
ん
！
事
件
も
、
ど
う
や
ら
、
解
決
し
た
よ
う
じ

ゃ
か
ら
！
ス
タ
ジ
オ
、
そ
の
周
辺
で
も
、
回
っ
て
く
る
か
の
う
！
」

と
、
笑
い
な
が
ら
、
言
い
出
し
ま
し
た
。

「
い
い
よ
！
父
さ
ん
！
し
か
し
、
こ
の
姿
で
っ
て
の
も
、
や
り
に
く
い
よ
ね
・
・

」
鬼
太
郎
は
、
早
く
、
元
に
、
戻
り
た
い
と
、
ウ
ル
ウ
ル
、
情
け
な
い
と
、
涙

を
、
こ
ぼ
し
て
い
た
の
で
し
た
・
・
・

「
い
い
ん
じ
ゃ
！
ワ
シ
は
、
お
も
し
ろ
い
も
ん
！
こ
ん
な
こ
と
が
、
や
れ
る
と

は
！
長
生
き
し
て
き
て
、
良
か
っ
た
わ
い
！
」
目
玉
の
お
や
じ
は
、
笑
い
な
が

ら
、
言
い
ま
し
た
。

「
妖
怪
が
、
ス
タ
ジ
オ
に
、
現
れ
て
も
、
知
り
ま
せ
ん
よ
。
僕
。

だ
っ
て
、
コ
ナ
ン
の
、
姿
じ
ゃ
、
毛
ば
り
も
、
リ
モ
コ
ン
下
駄
も
、
な
い
ん
だ

か
ら
！
」
鬼
太
郎
。

コ
ナ
ン

目
玉
の
お
や
じ
を
、
頭
の
上
に
、
乗
せ
た
ま
ま
、
江
戸
川
コ
ナ
ン
の
、
姿
し
て
、

ネ
ズ
ミ
男
と
、
ネ
コ
娘
に
、
「
お
待
た
せ
！
今
日
も
、
無
事
に
、
事
件
解
決
！
」

と
、
笑
顔
で
、
言
い
ま
し
た
。

「
ほ
ん
っ
と
う
に
、
切
り
替
え
が
、
大
変
ね
・
・
・
鬼
太
郎
・
・
・
」
ネ
コ
娘

は
、
困
っ
て
い
ま
す
。
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「
元
に
、
も
ど
ら
ね
～
の
か
？
そ
の
姿
、
何
と
か
、
な
ら
ね
～
の
か
？
コ
ナ
ン

の
、
姿
で
、
俺
、
こ
れ
か
ら
、
先
が
、
説
教
さ
れ
て
も
、
困
る
ぜ
！
何
だ
か
、

俺
が
、
む
か
つ
く
だ
け
だ
ぜ
。
俺
達
は
、
鬼
太
郎
の
、
姿
の
方
が
、
安
心
す
る

ぜ
。
」
ネ
ズ
ミ
男
。

「
そ
れ
が
、
父
さ
ん
が
・
・
一
日
、
こ
の
姿
で
、
い
ろ
っ
て
・
・
・
」
鬼
太
郎

は
、
た
め
息
。

「
ハ
ア
・
・
・
」
ネ
コ
娘
と
、
ネ
ズ
ミ
男
も
、
た
め
息
つ
き
ま
し
た
。

こ
う
し
て
、
江
戸
川
コ
ナ
ン
の
、
姿
を
し
て
、
し
ば
ら
く
、
ス
タ
ジ
オ
の
中
を
、

歩
い
て
い
ま
し
た
。

す
る
と
、
そ
う
、
元
太
、
歩
美
ち
ゃ
ん
、
光
彦
く
ん
、
哀
ち
ゃ
ん
が
、
コ
ナ
ン

の
周
り
に
、
集
ま
っ
て
き
ま
し
た
。

「
オ
メ
～
、
な
ん
だ
か
、
大
変
な
役
に
、
な
っ
ち
ゃ
っ
た
ん
だ
っ
て
な
・
・
」

元
太
。

「
が
ん
ば
っ
て
ね
！
コ
ナ
ン
く
ん
！
」
歩
美
。

「
あ
ら
ら
。
鬼
太
郎
さ
ん
に
は
、
戻
ら
な
い
の
か
し
ら
？
そ
れ
が
、
鬼
太
郎
の
、

お
父
さ
ん
？

有
名
な
、
目
玉
の
お
や
じ
さ
ん
ね
。

始
め
ま
し
て
。
私
、
灰
原
哀
で
す
。

初
め
て
、
お
目
に
か
か
れ
て
、
光
栄
で
す
わ
。

あ
な
た
と
な
ら
、
私
、
上
手
く
、
つ
り
あ
い
そ
う
で
す
わ
。
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な
る
ほ
ど
。
こ
れ
か
ら
は
、
仲
良
く
し
ま
し
ょ
う
♪

あ
な
た
、
頭
、
よ
さ
そ
う
だ
も
の
。

か
わ
い
い
わ
ね
。
」

哀
は
、
笑
顔
で
、
目
玉
の
お
や
じ
に
、
対
し
て
、
感
激
し
て
、
言
い
ま
し
た
。

目
玉
の
お
や
じ
は
、
身
を
、
乗
り
出
し
て
、
「
い
や
は
や
、
い
つ
も
、
拝
見
さ

せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
ぞ
。

お
ぬ
し
が
！
灰
原
、
哀
ち
ゃ
ん
か
？
ク
ー
ル
、
じ
ゃ
の
う
！
」
と
、
笑
い
な
が

ら
、
言
い
ま
し
た
。

今
度
は
、
灰
原
哀
の
、
頭
の
上
に
、
飛
び
乗
っ
た
、
目
玉
の
お
や
じ
。

２
人
し
て
、
ク
ス
ク
ス
、
も
う
、
溶
け
込
ん
で
、
仲
良
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

「
だ
か
ら
、
困
っ
た
こ
と
に
、
も
ど
れ
ね
～
ん
だ
よ
！
し
ば
ら
く
・
・
妖
怪
が
、

出
た
ら
、
ど
う
す
ん
だ
よ
！
っ
た
く
！
」
コ
ナ
ン
は
、
腕
組
ん
で
、
後
ろ
向
い

て
、
困
り
果
て
て
、
言
い
ま
し
た
。

「
番
組
、
違
う
も
ん
！
」
歩
美
は
、
困
り
果
て
て
、
言
い
ま
し
た
。

「
仕
方
ね
～
の
！
俺
、
よ
り
に
よ
っ
て
、
ま
さ
か
の
、
今
年
か
ら
！

鬼
太
郎
、
や
る
こ
と
に
、
な
っ
ち
ゃ
っ
た
ん
だ
か
ら
！

っ
た
く
、
複
雑
な
、
心
境
だ
ぜ
！
特
に
、
今
年
か
ら
は
よ
！

俺
達
の
、
コ
ナ
ン
と
、
鬼
太
郎
と
、
た
ぶ
ん
、
俺
、
両
方
、
映
画
、
出
演
せ
ん

な
ら
ん
な
。
き
っ
と
な
。
」

コ
ナ
ン
は
、
困
り
な
が
ら
、
う
な
ず
き
な
が
ら
、
言
い
ま
し
た
。
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さ
て
は
て
、
コ
ナ
ン
達
が
、
こ
う
や
っ
て
い
る
間
に
、
元
太
く
ん
と
、
光
彦
く

ん
は
、
ス
タ
ジ
オ
の
、
奥
に
、
カ
ラ
オ
ケ
ボ
ッ
ク
ス
を
、
見
つ
け
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
カ
ラ
オ
ケ
の
、
あ
る
１
室
が
、
「
使
用
禁
止
」
に
、
な
っ
て
い
ま
し

た
。

今
日
は
、
休
業
ら
し
く
、
カ
ラ
オ
ケ
ボ
ッ
ク
ス
は
、
動
い
て
い
な
か
っ
た
の
で
、

廊
下
が
、
真
っ
暗
で
し
た
。

元
太
く
ん
と
、
光
彦
く
ん
は
、
い
た
ず
ら
し
て
、
ス
タ
ジ
オ
の
中
を
、
見
学
し

て
い
た
の
で
す
。

「
ド
ラ
ク
エ
ゴ
ッ
コ
だ
～
、
冒
険
ゴ
ッ
コ
だ
～
♪
こ
こ
は
、
ダ
ン
ジ
ョ
ン
だ
！
」

と
、
騒
ぎ
な
が
ら
、
歩
い
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
「
使
用
禁
止
！
」
こ
～
れ
に
、
対
し
て
、
元
太
は
、
「
少
年
探
偵
団

の
、
好
奇
心
が
、
う
ず
ま
く
ぜ
！
」
と
、
そ
の
部
屋
の
中
に
、
入
り
ま
し
た
。

そ
の
、
部
屋
番
号
は
、
４
０
４
号
室
で
し
た
。

い
か
に
も
、
妖
怪
が
出
そ
う
な
、
部
屋
で
し
た
。

妖
気
が
、
た
だ
よ
っ
て
い
ま
す
。

す
る
と
、
光
彦
は
、
怯
え
な
が
ら
、
「
元
太
く
ん
！
カ
ラ
オ
ケ
の
、
後
ろ
に
、

お
札
と
、
お
水
と
、
塩
が
、
あ
り
ま
す
よ
！
な
ん
で
し
ょ
う
、
こ
れ
・
・
」
と
、

言
い
出
し
ま
し
た
。

「
お
っ
！
？
お
も
し
れ
～
じ
ゃ
ん
！
？
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こ
の
世
に
、
妖
怪
な
ん
て
、
い
る
わ
け
が
、
ね
～
ぜ
！

き
っ
と
、
ど
こ
か
に
、
犯
人
で
も
、
い
る
ん
だ
よ
！
」

と
、
元
太
く
ん
は
、
悪
ふ
ざ
け
を
し
て
、
カ
ラ
オ
ケ
の
、
後
ろ
に
、
は
っ
て
い

る
、
お
札
を
、
外
し
て
し
ま
い
ま
し
た
・
・
・

す
る
と
・
・
・
・
？

「
カ
ラ
オ
ケ
～
！
！
人
間
め
～
！
画
面
の
中
に
、
く
っ
て
や
る
～
！
！
」

と
、
封
印
が
、
と
け
て
し
ま
い
、
カ
ラ
オ
ケ
の
、
機
械
が
！
！
ま
さ
か
の
、
妖

怪
に
！
！

「
う
わ
～
！
！
」

元
太
く
ん
と
、
光
彦
く
ん
は
、
驚
い
て
、
カ
ラ
オ
ケ
の
部
屋
か
ら
、
飛
び
出
し

て
行
き
ま
し
た
・
・
・

カ
ラ
オ
ケ
の
、
テ
レ
ビ
と
、
マ
イ
ク
が
つ
い
て
、
手
と
足
が
つ
い
て
し
ま
っ
て
、

変
化
し
た
、
妖
怪
カ
ラ
オ
ケ
。

今
回
の
、
鬼
太
郎
の
、
笑
い
話
、
戦
う
相
手
の
、
敵
は
、
「
カ
ラ
オ
ケ
妖
怪
！
」

で
あ
る
・
・
・
・

し
か
し
、
こ
の
ス
タ
ジ
オ
に
、
ま
さ
か
の
、
妖
怪
が
、
現
れ
る
と
は
、
一
体
、

誰
が
、
想
像
し
た
で
、
あ
り
ま
し
ょ
う
か
？

次
回
へ
、
続
く
。
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第
３
話

こ
う
し
て
、
元
太
と
、
光
彦
は
、
「
ま
さ
か
の
、
本
物
の
、
妖
怪
だ
～
！
誰
か
、

助
け
て
～
！
！
」

と
、
と
り
あ
え
ず
、
悲
鳴
を
、
あ
げ
な
が
ら
、
み
ん
な
の
と
こ
へ
、
走
っ
て
、

向
か
い
ま
し
た
。

そ
う
・
・
・
下
か
ら
、
騒
ぎ
声
が
、
す
る
の
で
、
コ
ナ
ン
は
、
「
あ
！
？
あ
い

つ
ら
！
？
お
前
ら
！

お
～
い
！
一
体
、
何
が
、
あ
っ
た
！
？
こ
っ
ち
へ
、
来
い
！
」
と
、
元
太
と
、

光
彦
を
、
上
へ
、
手
招
き
し
て
、
誘
導
し
ま
し
た
。

す
る
と
、
下
の
階
段
か
ら
、
突
然
、
現
れ
た
の
は
！
！

「
カ
ラ
オ
ケ
～
！
！

機
械
が
、
古
く
な
か
っ
た
か
ら
と
言
っ
て
、
使
わ
な
く
な
っ
た
お
か
げ
で
、
俺
、

妖
怪
と
し
て
、
復
活
し
た
ぜ
～
！

あ
の
、
２
人
が
、
封
印
を
、
と
い
て
く
れ
た
お
か
げ
で
な
！

ス
タ
ジ
オ
で
、
大
暴
れ
だ
～
！
」

と
、
カ
ラ
オ
ケ
の
、
機
械
が
、
大
暴
れ
し
だ
し
ま
し
た
。

「
キ
ャ
ア
！
」
蘭
や
、
園
子
は
、
一
緒
に
、
逃
げ
出
し
ま
し
た
。

小
五
郎
も
、
ビ
ッ
ク
リ
し
て
、
ネ
ズ
ミ
男
と
、
一
緒
に
、
逃
げ
出
し
ま
し
た
。
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そ
う
、
マ
イ
ク
の
、
コ
ー
ド
で
、
突
然
、
締
め
上
げ
ら
れ
た
の
は
、
目
暮
れ
警

部
さ
ん
。

目
暮
れ
警
部
は
、
画
面
の
中
へ
、
吸
い
込
ま
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
・
・
・
・

「
う
わ
～
！
」
目
暮
れ
警
部
は
、
苦
し
ん
で
い
ま
す
。

「
あ
あ
っ
！
目
暮
れ
警
部
！
！
」
コ
ナ
ン
は
、
助
け
よ
う
と
し
ま
し
た
が
、
こ

の
姿
で
は
、
毛
針
り
も
、
使
え
な
い
し
、
手
が
、
出
せ
ま
せ
ん
。

こ
れ
は
、
困
っ
た
こ
と
に
、
な
り
ま
し
た
。

「
そ
ん
な
・
・
」
蘭
は
、
ビ
ッ
ク
リ
。

「
本
物
の
、
妖
怪
・
・
ち
ょ
っ
と
！
あ
ん
た
達
！
鬼
太
郎
の
、
仲
間
な
ん
で
し

ょ
？

助
け
な
さ
い
よ
！
」
園
子
は
、
言
い
ま
し
た
。

「
私
達
だ
っ
て
・
・
怖
い
も
ん
！
や
っ
ぱ
り
、
鬼
太
郎
が
、
い
な
い
と
・
・
」

と
、
ネ
コ
娘
は
、
怯
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。

「
情
け
な
い
わ
ね
！
あ
ん
た
達
ね
！
そ
の
人
の
、
命
令
が
な
か
っ
た
ら
、
動
け

な
い
わ
け
！
？
」
園
子
は
、
怒
っ
て
い
た
の
で
し
た
・
・
・

江
戸
川
コ
ナ
ン
は
、
「
父
さ
ん
！
変
身
薬
で
、
元
に
、
戻
り
ま
す
！
こ
れ
で
は
、

無
理
で
す
！

僕
は
、
犯
人
逮
捕
が
、
主
張
で
あ
っ
て
、
こ
の
姿
で
は
、
妖
怪
退
治
が
、
出
来

ま
せ
ん
！
」
と
、
叫
び
だ
し
ま
し
た
。
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「
う
ん
！
鬼
太
郎
に
、
戻
っ
て
、
戦
闘
開
始
じ
ゃ
！
！
皆
を
、
助
け
る
ん
じ
ゃ

！
！
変
身
じ
ゃ
！
！
」

目
玉
の
お
や
じ
は
、
叫
び
ま
し
た
。

鬼
太
郎
は
、
「
ハ
イ
ッ
！
」
と
、
叫
ぶ
と
、
変
身
薬
を
、
使
っ
て
、
元
の
、
鬼

太
郎
の
、
姿
に
、
戻
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
ス
ミ
で
、
固
ま
っ
て
い
る
、
少
年
探
偵
団
を
、
発
見
♪

カ
ラ
オ
ケ
妖
怪
は
、
ど
う
や
ら
、
元
太
く
ん
と
、
光
彦
く
ん
を
、
猛
烈
に
、
狙

っ
て
い
る
、
様
子
で
し
た
。

「
う
わ
～
！
！
」
元
太
・
光
彦
は
、
２
人
で
、
抱
き
合
っ
て
、
ガ
タ
ガ
タ
と
、

怯
え
て
い
ま
す
。

「
く
ら
え
！
髪
の
毛
針
！
！
」
鬼
太
郎
は
、
元
太
と
、
光
彦
の
前
に
、
立
ち
は

だ
か
る
と
、
と
り
あ
え
ず
、
２
人
を
、
助
け
出
し
ま
し
た
。

歩
美
ち
ゃ
ん
は
、
「
あ
あ
っ
！
元
太
く
ん
！
光
彦
く
ん
！

コ
ナ
ン
く
ん
！
助
け
て
～
！
」
と
、
泣
き
叫
ん
で
い
ま
す
。

「
歩
美
ち
ゃ
ん
！
」
鬼
太
郎
は
、
「
い
け
！
リ
モ
コ
ン
下
駄
！
！
」
と
、
叫
び

ま
し
た
。

こ
の
時
は
、
コ
ナ
ン
、
声
が
、
か
ぶ
っ
て
い
ま
す
。

ズ
テ
～
ン
！
！
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カ
ラ
オ
ケ
妖
怪
は
、
後
ろ
へ
、
ダ
ウ
ン
。

歩
美
と
、
灰
原
も
、
助
け
出
し
、
と
り
あ
え
ず
、
少
年
探
偵
団
と
、
囲
ま
れ
る

こ
と
に
、
な
り
ま
し
た
。

そ
う
・
・
・
後
の
、
大
人
達
は
・
・
・
ど
う
な
っ
た
か
と
い
う
と
・
・
？

毛
利
小
五
郎
さ
ん
も
、
飲
み
込
ま
れ
て
し
ま
い
・
・
・

毛
利
小
五
郎
は
、
蘭
が
、
「
ウ
リ
ャ
～
！
」
と
、
小
五
郎
の
、
足
を
、
む
や
み

に
、
引
っ
張
っ
た
り
し
て
、
助
け
よ
う
と
し
ま
し
た
が
、
失
敗
に
、
終
わ
り
ま

し
た
。

後
ろ
へ
、
蘭
は
、
ズ
テ
～
ン
！
と
、
し
り
も
ち
つ
い
て
、
倒
れ
ま
し
た
。

蘭
は
、
「
お
父
さ
ん
！
鬼
太
郎
さ
ん
！
助
け
て
よ
～
！
」
と
、
座
り
込
ん
じ
ゃ

っ
て
、
シ
ク
シ
ク
、
泣
き
出
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
つ
い
に
、
蘭
も
・
・
・
・

「
キ
ャ
ア
～
！
」
顔
ご
と
、
カ
ラ
オ
ケ
画
面
の
中
へ
、
引
き
込
ま
れ
ま
す
。

ビ
ッ
ク
リ
し
た
、
鬼
太
郎
は
、
「
蘭
！
！
蘭
！
！
」
と
、
叫
び
な
が
ら
、
足
を

引
っ
張
っ
て
い
ま
し
た
が
、

つ
い
に
、
蘭
も
、
吸
い
込
ま
れ
て
、
し
ま
い
ま
し
た
。

鬼
太
郎
は
、
い
っ
た
ん
、
下
を
向
く
と
、
怒
り
を
、
あ
ら
わ
に
し
ま
し
た
。

「
許
さ
な
い
ぞ
！
カ
ラ
オ
ケ
妖
怪
！
鬼
太
郎
の
時
は
、
ガ
ー
ル
フ
レ
ン
ド
は
、

ネ
コ
娘
な
ん
だ
け
ど
！
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江
戸
川
コ
ナ
ン
の
時
は
・
・
う
う
ん
、
じ
ゃ
、
な
か
っ
た
。

工
藤
新
一
（
コ
ナ
ン
は
、
名
乗
ら
な
い
。
）
の
、
時
は
、
蘭
、
姉
ち
ゃ
ん
が
、

好
き
な
ん
だ
！

別
の
意
味
で
、
恋
愛
関
係
が
、
や
や
っ
こ
し
い
け
ど
！
よ
く
も
、
蘭
を
！
！
」

鬼
太
郎
は
、
目
に
涙
を
、
貯
め
て
、
怒
り
出
す
と
、
「
く
ら
え
！
下
駄
キ
ー
ク

ッ
！
蘭
姉
ち
ゃ
ん
の
、
仇
だ
！
」

と
、
叫
び
だ
す
と
、
カ
ラ
オ
ケ
妖
怪
に
、
一
発
！
怒
り
の
、
蹴
り
を
、
思
い
切

り
、
入
れ
ま
し
た
。

ズ
テ
ー
ン
！

カ
ラ
オ
ケ
妖
怪
は
、
い
っ
た
ん
、
倒
れ
ま
し
た
が
、
今
度
は
、
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

さ
ん
を
、
狙
っ
て
は
、
カ
ラ
オ
ケ
画
面
の
中
に
、
吸
い
込
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。

最
後
に
は
、
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
さ
ん
も
、
一
緒
に
・
・
・
・

コ
ナ
ン
キ
ャ
ラ
達
・
・
大
人
関
係
が
、
結
構
、
画
面
の
中
へ
、
吸
い
込
ま
れ
て

し
ま
っ
た
の
で
し
た
・
・
・
・

「
キ
ャ
ー
！
キ
ャ
ー
！
」
ス
タ
ジ
オ
は
、
大
騒
ぎ
に
。

目
玉
の
お
や
じ
が
、
「
こ
れ
は
、
い
か
ん
！

鬼
太
郎
！

ひ
と
ま
ず
、
少
年
探
偵
団
だ
け
で
も
、
連
れ
て
、
外
へ
、
逃
げ
る
ん
じ
ゃ
！

こ
こ
は
、
危
険
じ
ゃ
！
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い
っ
た
ん
、
退
却
し
て
、
作
戦
の
、
ね
り
な
お
し
じ
ゃ
！
」
と
、
叫
び
ま
し
た
。

「
ハ
イ
ッ
！
」
鬼
太
郎
は
、
「
君
達
は
、
さ
あ
、
こ
っ
ち
へ
！
」
と
、
少
年
探

偵
団
メ
ン
バ
ー
達
を
、
引
き
連
れ
て
、
階
段
を
、
下
り
て
い
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
一
階
へ
、
み
ん
な
で
、
降
り
て
く
る
と
、
鬼
太
郎
は
、
仲
間
を
、
呼

び
出
し
ま
し
た
。

「
ほ
～
い
♪
鬼
太
郎
ど
ん
！
お
任
せ
ば
い
！
」
と
、
一
反
も
め
ん
が
、
登
場
♪

「
い
～
！
？
白
い
、
布
切
れ
が
、
し
ゃ
べ
っ
て
る
～
！
？
目
が
、
あ
る
～
」
元

太
は
、
怯
え
て
い
ま
す
。

「
元
太
く
ん
！
怯
え
て
る
、
場
合
じ
ゃ
、
な
い
で
す
よ
！
僕
達
は
、
こ
れ
に
乗

っ
て
、
逃
げ
ま
し
ょ
う
！

さ
あ
、
鬼
太
郎
さ
ん
も
！
」
と
、
光
彦
は
、
叫
び
ま
し
た
。

「
う
ん
！
く
そ
っ
・
・
」
鬼
太
郎
は
、
と
り
あ
え
ず
、
少
年
探
偵
団
を
、
解
放

し
な
け
れ
ば
、
ど
う
し
よ
う
も
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
い
っ
た
ん
、
彼
ら
を
、

今
回
、
ゲ
ゲ
ゲ
ハ
ウ
ス
へ
と
、
招
待
し
た
の
で
し
た
・
・
・

そ
こ
で
、
作
戦
会
議
が
、
行
わ
れ
ま
す
・
・
・
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第
４
話

こ
う
し
て
、
ゲ
ゲ
ゲ
ハ
ウ
ス
に
、
戻
っ
て
き
ま
し
た
、
鬼
太
郎
。

鬼
太
郎
は
、
少
年
探
偵
団
達
を
、
招
き
い
れ
る
と
、
み
ん
な
を
、
い
っ
た
ん
、

座
ら
せ
ま
し
た
。

鬼
太
郎
は
、
お
茶
を
、
出
し
て
あ
げ
た
り
、
お
菓
子
を
、
出
し
て
あ
げ
た
り
し

た
後
、
落
ち
着
き
を
、
取
り
戻
し
ま
し
た
。

そ
し
て
・
・
・
厳
し
い
、
顔
つ
き
に
、
な
り
ま
し
た
。

「
さ
～
て
。

ど
う
し
て
、
君
達
が
、
今
回
、
狙
わ
れ
る
ハ
メ
に
、
な
っ
た
の
か
。

話
し
て
も
ら
う
よ
！

ど
う
も
、
様
子
を
、
見
て
い
る
と
、
歩
美
ち
ゃ
ん
と
、
哀
ち
ゃ
ん
は
、
こ
の
事

件
に
は
、
関
係
な
さ
そ
う
だ
か
ら
な
。

さ
～
て
！
君
達
！
話
し
て
も
ら
う
よ
！
」

と
、
厳
し
い
顔
し
て
、
言
い
ま
し
た
。

光
彦
く
ん
が
、
詳
し
い
、
説
明
を
、
し
ま
し
た
・
・
・
全
部
を
・
・
・
・

話
を
、
聞
い
て
い
た
、
鬼
太
郎
は
、
怖
い
顔
を
、
特
に
、
元
太
く
ん
に
、
し
だ

し
ま
し
た
・
・
・
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元
太
く
ん
は
、
「
と
、
い
う
わ
け
な
ん
だ
。
光
彦
の
言
う
通
り
だ
ぜ
！
鬼
太
郎
！

俺
、
悪
ふ
ざ
け
、
ス
ト
レ
ス
発
散
と
、
少
年
探
偵
団
と
、
し
て
の
な
、
好
奇
心

で
、
入
っ
た
ん
だ
よ
！
悪
い
か
？
ド
ラ
ク
エ
ゴ
ッ
コ
・
・
・
ダ
ン
ジ
ョ
ン
だ
と

思
っ
て
よ
！
俺
、
入
っ
た
ん
だ
よ
！
」

と
、
話
し
ま
し
た
。

「
悪
ふ
ざ
け
？
少
年
探
偵
団
と
し
て
の
、
好
奇
心
？

ド
ラ
ク
エ
ゴ
ッ
コ
の
、
ダ
ン
ジ
ョ
ン
だ
っ
て
？

お
札
と
っ
た
の
も
？

そ
ん
な
、
悪
ふ
ざ
け
で
、
す
む
問
題
だ
と
、
思
っ
て
る
の
？

そ
れ
っ
て
ね
、
殺
人
事
件
を
、
見
て
、
解
決
す
る
こ
と
よ
り
も
、
宝
探
し
を
す

る
こ
と
よ
り
も
、
と
～
ん
で
も
な
い
こ
と
、
な
ん
だ
よ
～

い
い
か
い
？
少
年
探
偵
団
の
、
好
奇
心
と
、
妖
怪
退
治
は
ね
、
全
然
、
意
味
が
、

違
う
ん
だ
よ
。

今
回
の
こ
と
は
、
す
べ
て
、
君
達
２
人
の
、
大
き
い
、
原
因
な
ん
だ
。

だ
か
ら
、
君
達
２
人
に
は
、
責
任
を
、
取
っ
て
も
ら
う
よ
。

特
に
、
今
回
の
、
犯
人
の
、
元
太
く
ん
。

君
は
、
特
に
、
少
年
探
偵
団
の
、
団
長
さ
ん
、
だ
っ
た
ね
～
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だ
っ
た
ら
、
な
お
さ
ら
だ
。

自
分
達
の
し
た
、
落
と
し
ま
え
は
、
自
分
達
で
、
つ
け
な
く
て
は
、
な
ら
な
い
。

分
っ
て
る
ね
。
」

鬼
太
郎
は
、
怖
い
顔
を
し
て
、
言
い
ま
し
た
。

「
ち
ょ
っ
と
！
お
た
く
ら
！
」
と
、
一
反
も
め
ん
が
、
怖
い
目
つ
き
を
し
て
、

２
人
に
、
迫
り
ま
す
。

「
い
～
！
？
ご
め
ん
な
さ
～
い
！
封
印
を
、
と
い
ち
ゃ
っ
た
、
場
所
を
、
教
え

ま
す
か
ら
～
！
」

と
、
光
彦
と
、
元
太
く
ん
は
、
抱
き
合
い
な
が
ら
、
怯
え
て
い
た
の
で
し
た
・
・

・歩
美
ち
ゃ
ん
と
、
哀
ち
ゃ
ん
は
、
「
私
達
、
か
か
わ
ら
な
く
て
、
よ
か
っ
た
よ

ね
～
♪
」
と
、
話
し
て
い
ま
し
た
。

元
太
く
ん
と
、
光
彦
く
ん
は
、
２
人
で
、
抱
き
合
っ
て
、
ガ
タ
ガ
タ
と
、
怯
え

て
い
ま
す
。

鬼
太
郎
は
、
「
君
達
と
、
一
緒
に
、
今
回
は
、
乗
り
込
む
つ
も
り
で
い
る
よ
。

少
年
探
偵
団
と
し
て
の
、
大
仕
事
だ
！

し
っ
か
り
し
な
さ
い
！
」
と
、
言
い
ま
し
た
。

「
事
件
解
決
っ
て
よ
り
、
マ
ジ
に
、
こ
れ
っ
て
、
妖
怪
退
治
だ
ぜ
。
怖
い
・
・
」

元
太
は
、
怯
え
て
い
ま
す
。
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「
僕
が
、
そ
の
、
問
題
の
、
部
屋
の
、
４
０
４
号
室
へ
、
カ
ラ
オ
ケ
妖
怪
を
、

奥
へ
、
追
い
詰
め
る
！

君
達
２
人
は
、
地
下
一
階
の
、
そ
の
元
の
、
部
屋
か
ら
、
お
ふ
だ
と
、
水
を
、

僕
ん
と
こ
へ
、
持
っ
て
き
て
ほ
し
い
。
」

鬼
太
郎
は
、
真
剣
な
、
顔
を
し
て
、
言
い
ま
し
た
。

「
お
う
！
少
年
探
偵
団
の
、
大
仕
事
だ
な
！
」
元
太
は
、
言
い
ま
し
た
。

「
今
回
は
、
コ
ナ
ン
く
ん
が
、
い
ま
せ
ん
か
ら
ね
・
・
・
と
い
う
よ
り
、
今
の
、

鬼
太
郎
の
姿
が
、
コ
ナ
ン
く
ん
で
す
か
ら
ね
・
・
」
光
彦
は
、
や
や
こ
し
い
け

ど
、
怖
い
と
、
身
震
い
し
て
い
た
の
で
し
た
・
・
・

こ
う
し
て
、
鬼
太
郎
は
、
「
歩
美
ち
ゃ
ん
！
灰
原
！
２
人
は
、
こ
こ
で
、
待
っ

て
て
ね
。
」

と
、
笑
顔
で
、
優
し
く
言
い
ま
し
た
。

「
い
い
わ
。
し
っ
か
り
ね
！
鬼
太
郎
・
・
い
い
え
、
江
戸
川
く
ん
。
今
の
、
あ

な
た
は
、
江
戸
川
く
ん
だ
っ
た
わ
。
ほ
ん
っ
と
、
今
年
か
ら
、
声
の
、
使
い
分

け
が
、
こ
れ
は
、
や
や
こ
し
い
こ
と
に
、
な
っ
た
わ
ね
。
」
哀
は
、
言
い
ま
し

た
。

「
ほ
ん
と
だ
よ
ね
～

っ
て
い
う
か
、
鬼
太
郎
さ
ん
の
姿
し
て
さ
、
コ
ナ
ン
く
ん
、
演
じ
て
ほ
し
く
な

い
わ
。

コ
ナ
ン
く
ん
の
、
姿
で
、
や
っ
て
ほ
し
い
わ
よ
ね
～
」
歩
美
は
、
ブ
ー
ブ
ー
、

文
句
を
、
言
っ
て
い
ま
し
た
。
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後
か
ら
、
砂
か
け
ば
あ
さ
ん
が
、
変
身
薬
を
、
持
っ
て
き
て
く
れ
ま
し
た
。

「
何
か
の
役
に
、
立
つ
か
も
、
し
れ
ん
。
持
っ
て
お
い
き
。
」
と
・
・
・

鬼
太
郎
に
、
変
身
薬
を
、
手
渡
し
た
の
で
し
た
。

「
あ
り
が
と
う
！
砂
か
け
バ
バ
ア
！
」
鬼
太
郎
は
、
お
礼
を
、
言
い
ま
し
た
。

「
な
～
に
！
い
い
っ
て
こ
と
じ
ゃ
。
こ
の
子
達
は
、
ワ
シ
ら
に
、
任
せ
て
お
け

！
」
と
、
砂
か
け
ば
あ
さ
ん
は
、
笑
顔
で
、
言
い
ま
し
た
・
・
・

こ
う
し
て
、
鬼
太
郎
は
、
目
玉
の
お
や
じ
と
、
一
反
も
め
ん
と
、
元
太
、
光
彦

と
、
一
緒
に
、
さ
っ
き
の
、
ス
タ
ジ
オ
へ
、
戻
り
ま
し
た
・
・
・
・
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最
終
回

こ
う
し
て
、
ス
タ
ジ
オ
に
、
再
び
、
乗
り
込
み
ま
し
た
、
鬼
太
郎
、
一
反
も
め

ん
、
目
玉
の
お
や
じ
、
元
太
く
ん
、
光
彦
く
ん
。

元
太
と
、
光
彦
は
、
２
人
し
て
、
４
０
４
号
室
に
、
入
る
と
、
お
ふ
だ
と
、
お

水
を
、
手
に
し
て
、
待
ち
構
え
て
い
ま
し
た
。

す
る
と
、
鬼
太
郎
が
、
髪
の
毛
針
り
や
、
リ
モ
コ
ン
下
駄
で
、
応
戦
し
、
４
０

４
号
室
へ
、
カ
ラ
オ
ケ
妖
怪
を
、
奥
へ
と
、
追
い
詰
め
ま
す
。

「
今
だ
よ
！
２
人
共
！
」
鬼
太
郎
は
、
叫
び
ま
し
た
。

元
太
と
、
光
彦
は
、
２
人
で
、
お
札
を
、
カ
ラ
オ
ケ
の
後
ろ
へ
、
張
り
ま
し
た

が
、
き
か
な
い
の
で
す
。

鬼
太
郎
は
、
「
え
！
？
ウ
ソ
！
？
ど
う
し
て
・
・
」
と
、
血
相
変
え
て
、
驚
い

て
い
ま
す
。

目
玉
の
お
や
じ
は
、
身
を
乗
り
出
す
と
、
叫
び
ま
し
た
。

「
し
ま
っ
た
！
そ
う
か
。
長
年
間
た
つ
と
、
お
札
も
、
効
力
が
、
な
く
な
る
ん

じ
ゃ
よ
！

悔
し
い
の
う
！
ゆ
う
い
つ
の
、
封
印
が
、
や
れ
ん
！
あ
～
！
音
痴
の
人
が
、
い

れ
ば
の
う
！

音
痴
の
力
で
、
奴
を
、
倒
せ
る
ん
じ
ゃ
が
！
カ
ラ
オ
ケ
を
、
破
壊
す
る
し
か
、

な
い
！
」

と
、
困
り
果
て
て
、
言
い
ま
し
た
。
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「
音
痴
！
？
音
痴
な
ら
・
・
」
光
彦
は
、
元
太
く
ん
と
、
一
緒
に
、
頭
を
、
ひ

ね
り
ま
し
た
。

「
あ
～
！
！
」
元
太
と
、
光
彦
は
、
笑
い
な
が
ら
、
叫
び
ま
し
た
。

「
鬼
太
郎
さ
ん
！
ね
え
、
鬼
太
郎
さ
ん
自
身
は
、
音
痴
な
の
！
？
」
光
彦
は
、

聞
き
ま
し
た
。

「
い
や
・
・
・
残
念
だ
け
ど
、
僕
は
、
音
痴
じ
ゃ
な
い
よ
。
だ
か
ら
、
困
っ
て

る
ん
じ
ゃ
な
い
か
。
」

と
、
言
い
ま
し
た
。

元
太
が
、
「
じ
ゃ
あ
よ
！
変
身
薬
を
、
使
っ
て
、
コ
ナ
ン
に
、
戻
れ
！
一
緒
に
、

や
ろ
う
ぜ
！
」
と
、
笑
顔
で
、
言
い
ま
し
た
。

「
そ
う
で
す
！
コ
ナ
ン
く
ん
な
ら
、
音
痴
で
す
！
」
光
彦
は
、
笑
い
出
し
ま
し

た
。

「
や
っ
ぱ
り
、
そ
う
な
る
の
ね
・
・
僕
・
・
今
年
か
ら
、
見
事
に
、
こ
う
な
る

の
♪
」

鬼
太
郎
は
、
ウ
ル
ウ
ル
、
情
け
な
い
と
、
涙
こ
ぼ
し
だ
す
と
、
変
身
薬
を
、
使

っ
て
、
江
戸
川
コ
ナ
ン
に
、
再
び
、
変
身
し
ま
し
た
。

「
お
い
？
元
太
！
こ
れ
か
ら
は
、
あ
ん
な
、
い
た
ず
ら
、
す
る
ん
じ
ゃ
、
ね
～

ぞ
！
」

コ
ナ
ン
に
、
す
っ
か
り
、
戻
り
ま
し
た
。
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「
や
っ
ぱ
り
、
僕
ら
は
、
こ
う
で
な
く
っ
ち
ゃ
！
」
光
彦
は
、
笑
い
な
が
ら
、

言
い
ま
し
た
。

「
僕
が
、
歌
で
、
こ
い
つ
を
、
や
～
っ
つ
け
て
や
る
！
犯
人
逮
捕
！
じ
ゃ
～
な

く
て
、
妖
怪
逮
捕
だ
！
」

コ
ナ
ン
は
、
ニ
ヤ
ニ
ヤ
す
る
と
、
カ
ラ
オ
ケ
妖
怪
の
、
マ
イ
ク
を
、
持
っ
て
き

て
、
引
っ
張
っ
て
き
ま
し
た
・
・
・
・

「
お
？
俺
様
を
、
使
っ
て
、
歌
っ
て
く
れ
る
、
奴
が
、
い
た
ぜ
・
・
」
今
ま
で
、

使
っ
て
く
れ
な
か
っ
た
も
の
だ
か
ら
、
う
れ
し
涙
を
、
こ
ぼ
す
、
カ
ラ
オ
ケ
妖

怪
。

後
で
、
と
ん
で
も
な
い
こ
と
に
な
る
と
は
、
知
ら
ず
に
・
・
・

コ
ナ
ン
は
、
「
ボ
ゲ
～
♪
ボ
ゲ
～
♪
ボ
ゲ
～
♪
（
歌
い
だ
し
ま
し
た
。
ゲ
ッ
ゲ

ッ
ゲ
ゲ
ゲ
の
ゲ
～
♪
朝
は
、
寝
床
で
～
♪
と
歌
っ
て
い
る
、
つ
も
り
で
あ
る
。
）

」何
と
、
江
戸
川
コ
ナ
ン
と
し
て
の
声
で
、
最
新
で
、
始
ま
っ
た
、
「
ゲ
ゲ
ゲ
の

鬼
太
郎
」
の
、
あ
の
、
新
し
い
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
で
、
主
題
歌
を
、
そ
れ
も
、
見

事
な
、
音
痴
で
、
歌
い
だ
し
た
か
ら
、
爆
笑
も
の
で
あ
る
。

光
彦
と
、
元
太
は
、
手
を
、
叩
い
て
、
大
笑
い
・
・
・
・
・

カ
ラ
オ
ケ
妖
怪
は
、
「
ギ
ャ
～
！
こ
り
ゃ
、
た
ま
ら
ん
！
」

と
、
逃
げ
出
そ
う
と
し
ま
し
た
が
、
「
俺
が
、
逃
が
さ
な
い
ぜ
～
、
さ
あ
、
カ

ラ
オ
ケ
妖
怪
！
覚
悟
し
ろ
！
！
」
と
、
怖
い
、
目
つ
き
を
す
る
、
コ
ナ
ン
。
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こ
の
時
の
声
は
、
鬼
太
郎
で
し
た
♪

「
ボ
ゲ
～
♪
ボ
ゲ
～
♪
ボ
ゲ
～
♪
（
み
ん
な
で
歌
お
う
♪
ゲ
ゲ
ゲ
の
ゲ
♪
）
」

歌
い
ま
く
っ
て
、
カ
ラ
オ
ケ
妖
怪
は
、
「
ギ
ャ
～
・
・
・
も
う
、
だ
～
め
だ
～

！
」

と
、
ス
ッ
カ
リ
、
目
を
、
回
し
て
し
ま
い
、
気
持
ち
悪
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
、

最
後
に
は
、
ボ
ッ
カ
～
ン
！
！

カ
ラ
オ
ケ
妖
怪
は
、
爆
発
し
て
、
倒
さ
れ
ま
し
た
・
・
・
・
・

コ
ナ
ン
、
元
太
、
光
彦
は
、
３
人
し
て
、
顔
を
、
合
わ
せ
る
と
・
・
・
・

「
や
っ
た
～
～
～
！
！

少
年
探
偵
団
！
妖
怪
退
治
、
初
勝
利
～
～
！
！
」

と
、
叫
び
、
大
喜
び
、
し
だ
し
た
の
で
し
た
・
・
・

目
玉
の
お
や
じ
は
、
コ
ナ
ン
の
、
頭
の
上
か
ら
、
飛
び
出
す
と
、
「
や
れ
や
れ
。

な
ん
だ
か
、
や
や
こ
し
い
こ
と
に
、
な
っ
て
き
た
わ
い
。
今
年
か
ら
・
・
特
に
、

声
が
の
う
！
」
と
、
笑
い
な
が
ら
、
言
い
ま
し
た
。

「
ほ
ん
と
、
や
や
こ
し
か
ね
・
・
」
一
反
も
め
ん
も
、
あ
き
れ
て
い
た
の
で
し

た
・
・
・

こ
う
し
て
、
変
身
薬
を
、
使
っ
て
、
や
っ
と
、
元
の
姿
に
、
戻
っ
た
、
鬼
太
郎
・

・
・
・
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「
ふ
～
・
・
や
っ
と
、
元
に
、
戻
れ
た
・
・
・
」
鬼
太
郎
は
、
疲
れ
た
と
、
言

い
ま
し
た
・
・
・
・

こ
う
し
て
、
カ
ラ
オ
ケ
妖
怪
が
、
倒
さ
れ
た
後
、
画
面
の
中
に
、
吸
い
込
ま
れ

た
、
他
の
、
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
さ
ん
や
、
コ
ナ
ン
キ
ャ
ラ
ゲ
ス
ト
さ
ん
達
も
、
元

に
、
戻
り
ま
し
た
・
・
・
・

目
暮
れ
警
部
さ
ん
も
・
・
・

ス
タ
ジ
オ
は
、
平
和
に
、
な
っ
た
の
で
し
た
・
・
・

歩
美
ち
ゃ
ん
と
、
哀
ち
ゃ
ん
は
、
砂
か
け
ば
あ
さ
ん
が
、
ち
ゃ
ん
と
し
て
、
後

で
、
ス
タ
ジ
オ
の
方
に
、
送
り
と
ど
け
て
、
く
れ
た
の
で
し
た
・
・
・
・

こ
う
し
て
、
仕
事
が
、
終
了
し
て
、
無
事
に
、
事
件
が
、
解
決
し
て
、
帰
り
道

の
こ
と
。

ネ
ズ
ミ
男
は
、
江
戸
川
コ
ナ
ン
の
こ
と
が
、
ど
う
も
、
嫌
い
ら
し
い
の
だ
。

ク
ソ
生
意
気
で
、
優
等
生
す
ぎ
る
と
い
う
の
が
、
理
由
ら
し
い
。

自
分
が
、
説
教
さ
れ
る
と
、
虫
唾
が
、
走
る
そ
う
だ
。

「
ほ
ん
っ
と
に
、
や
や
っ
こ
し
い
し
、
コ
ナ
ン
の
姿
で
、
俺
に
、
説
教
し
て
く

る
と
よ
！

マ
～
ジ
、
か
わ
い
く
な
い
ガ
キ
！
ク
～
ソ
、
生
意
気
な
ガ
キ
だ
！
っ
て
こ
と
で

よ
！
こ
ち
ら
か
ら
、
江
戸
川
コ
ナ
ン
を
、
見
た
ら
、
す
ん
げ
～
、
鬼
太
郎
よ
り

も
、
超
、
む
か
つ
く
ん
だ
よ
！
こ
れ
な
ら
、
鬼
太
郎
に
、
言
わ
れ
た
方
が
、
俺

と
し
て
は
、
マ
～
だ
、
か
わ
い
ら
し
い
し
、
マ
シ
だ
ぜ
。
」

と
、
鬼
太
郎
に
、
江
戸
川
コ
ナ
ン
に
、
つ
い
て
、
俺
様
は
、
嫌
い
だ
と
、
文
句
、
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タ
ラ
タ
ラ
。

「
そ
～
う
？
江
戸
川
コ
ナ
ン
が
、
嫌
い
な
ん
だ
。

ネ
ズ
ミ
男
に
と
っ
て
は
、
ネ
コ
娘
と
、
江
戸
川
コ
ナ
ン
く
ん
が
、
こ
れ
か
ら
の
、

時
代
は
、
弱
点
に
、
な
る
わ
け
だ
ね
！

じ
ゃ
あ
、
こ
れ
か
ら
は
、
僕
、
江
戸
川
コ
ナ
ン
の
姿
で
、
ネ
ズ
ミ
男
に
、
説
教

し
よ
う
か
な
♪

ネ
ズ
ミ
男
は
、
僕
っ
て
よ
り
は
、
コ
ナ
ン
く
ん
の
が
、
強
敵
だ
っ
た
の
か
～
？

僕
よ
り
、
小
さ
い
子
に
、
言
わ
れ
る
っ
て
こ
と
は
ね
、
シ
ョ
ッ
ク
だ
も
ん
ね
～
♪

じ
ゃ
あ
、
こ
れ
か
ら
、
悪
い
こ
と
を
す
る
、
裏
切
り
行
為
し
た
ら
、
江
戸
川
コ

ナ
ン
に
、
変
身
し
て
、
マ
ジ
に
な
っ
て
、
説
教
し
ま
す
か
♪

相
手
が
、
ネ
ズ
ミ
男
な
ら
、
ワ
ザ
ワ
ザ
、
僕
の
、
毛
針
り
や
、
チ
ャ
ン
チ
ャ
ン

コ
、
リ
モ
コ
ン
下
駄
を
、
使
わ
な
く
て
も
、
江
戸
川
コ
ナ
ン
に
、
変
身
し
て
さ
。

サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
、
ア
ガ
サ
博
士
が
、
作
っ
て
く
れ
た
、
キ
ッ
ク
力
、
増
強
シ

ュ
ー
ズ
で
、
高
め
れ
ば
、
一
発
で
、
十
分
♪
」

鬼
太
郎
は
、
ネ
ズ
ミ
男
が
、
江
戸
川
コ
ナ
ン
に
、
得
意
の
、
サ
ッ
カ
ー
で
、
ぶ

っ
飛
ば
し
て
、
こ
ら
し
め
ら
れ
て
い
る
、
シ
ー
ン
を
、
想
像
し
て
、
歩
き
な
が

ら
、
ク
ス
ク
ス
、
笑
っ
て
い
る
の
で
し
た
・
・
・

「
こ
れ
か
ら
も
、
お
前
、
大
変
じ
ゃ
の
う
！

コ
ナ
ン
く
ん
！
？
い
や
、
鬼
太
郎
・
・
・
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ワ
シ
に
は
、
２
人
の
、
新
し
い
、
息
子
が
、
出
来
た
わ
い
・
・
」

と
、
ゲ
ラ
ゲ
ラ
、
笑
い
出
す
、
目
玉
の
お
や
じ
さ
ん
な
の
で
し
た
。

「
ち
ょ
っ
と
、
そ
れ
、
何
か
が
、
絶
対
、
違
う
と
、
思
う
ん
で
す
け
ど
？
？
」

苦
笑
い
す
る
、
鬼
太
郎
。

「
ほ
ん
と
に
、
こ
れ
は
、
や
や
こ
し
～
い
こ
と
に
、
な
っ
た
わ
。
い
～
い
？
声

を
、
演
じ
る
時
、
今
年
か
ら
、
特
に
、
使
い
分
け
を
、
気
を
、
つ
け
な
さ
い
よ

！
コ
ナ
ン
の
時
に
、
鬼
太
郎
に
、
な
ら
な
い
こ
と
！
そ
し
て
、
鬼
太
郎
の
時
に
、

コ
ナ
ン
の
声
で
、
や
ら
な
い
で
ね
！
あ
～
！
や
や
こ
し
い
！
！
頭
痛
い
よ
～
！
」

と
、
困
り
果
て
て
し
ま
い
、
納
得
し
て
、
う
な
ず
い
て
い
る
、
ネ
コ
娘
な
の
で

し
た
・
・
・

こ
う
し
て
、
鬼
太
郎
の
、
新
し
い
、
仕
事
や
、
冒
険
は
、
ま
だ
ま
だ
、
始
ま
っ

た
、
ば
か
り
で
あ
る
・
・
・

こ
れ
か
ら
、
ど
う
な
っ
て
い
く
の
や
ら
。
今
か
ら
、
楽
し
み
な
、
段
階
で
あ
る
・

・
・
・

（
終
わ
り
）
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最
終
回
（
後
書
き
）

今
年
の
、
２
０
０
７
年
の
、
「
ゲ
ゲ
ゲ
の
鬼
太
郎
」
ア
ニ
メ
版
、
４
月
１
日
か

ら
、
毎
週
日
曜
日
に
、
放
送
が
、
い
よ
い
よ
、
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

第
５
部
と
い
う
、
新
し
い
、
シ
リ
ー
ズ
に
、
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

主
人
公
の
、
鬼
太
郎
役
が
、
高
山
み
な
み
さ
ん
と
い
う
こ
と
で
、
な
じ
み
が
、

あ
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
が
、
よ
く
知
っ
て
い
る
、
「
名
探
偵
コ
ナ
ン
」
の
、

江
戸
川
コ
ナ
ン
と
、
多
少
、
声
が
、
ど
う
し
て
も
、
ど
こ
か
、
か
ぶ
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
こ
う
い
う
、
お
も
し
ろ
い
、
ア
レ
ン
ジ
で
、
製
作
し
て
み
ま
し
た
。

ち
ょ
っ
と
し
た
、
爆
笑
ス
ト
ー
リ
ー
と
、
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
楽
し
ん
で
、

読
ん
で
み
て
下
さ
い
。

読
ん
で
下
さ
っ
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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